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図 1：第一戦で活躍する専門家を招いての特別講義。平成 23 年度は 21
件を行った。写真は学部授業の「高齢社会の情報文化」における、株式
会社ユーディット代表取締役の関根千佳氏の講義。
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図 11：地域活性化プロジェクトである「金屋町楽市 in さまのこ」での
使用を目標に商品開発プロジェクトとして展示用照明を制作した「プロ
ダクトデザイン実習Ｂ」の授業。













図 15：金屋町一帯を会場にして開催している「金屋町楽市 in さまのこ」
を東京駅前の丸の内で開催。合わせて「地方からの発信」をテーマとし
たトークイベントを開催した。
図 17：新しく移転した芸文ギャラリーで用いる展示什器を制作する研究
科⽣。単品でなく、まとまった数を精度を揃えて制作することを具体的
に学んだ。
図 14：つままプロジェクトの意図や取組内容を紹介するパンフレットや
ホームページを制作し、学内外への広報を推進した。
図 16：芸文ギャラリーの展示企画から⽣まれた「図工女子」は、渋谷
の商業施設 PARCO からの要請を受けて東京でも開催。地方での取組が、
全国レベルで評価されることが確かめられた。
図 18：教員研究室の前に設置された大型の掲示板。教員の取り組み等が
日常的に確認できるようになっている。掲示の仕方など学⽣が試行錯誤
しながらデザインした。
